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遺族基礎年金を受け取ることがで
きる遺族に該当します。
（2,5ページを参照ください。）はい

なお、亡くなられた方が、厚生年
金保険の被保険者、または被保険
者であった場合は、遺族厚生年金
を受け取ることができる遺族にも
該当する可能性があります。次の
「遺族厚生年金を受け取ることが
できる遺族の方」を参照くださ
い。

はい

はい

「子」は婚姻
していません
か︖

い
い
え
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老齢基礎年金の受給権者であった方※が死亡したとき。

※ 保険料納付済期間、保険料免除期間および合算対象期間を合算した期間が25年以上ある方に
限ります。

老齢基礎年金の受給資格期間を満たした方※が死亡したとき。

令和 



死亡
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老齢厚生年金の受給権者であった方※2

※1

が死亡したとき。

※2　保険料納付済期間、保険料免除期間および合算対象期間を合算した期間が25年以上ある方に限
　ります。

※1

老齢厚生年金の受給資格期間を満たした方※2が死亡したとき。

令和 



死亡
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＊年金額等は、令和２年度の金額です。
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781,700

781,700
224,900
75,000
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586,300

児童扶養手当の受給者の方やその配偶者が、公的年金制度から年金を受けるようになったり、
年金額が改定された場合は、市区町村から支給されている児童扶養手当が支給停止または一部
支給停止される可能性があります。
詳しくは、お住まいの市区町村の児童扶養手当担当窓口にお問い合わせください。

《児童扶養手当を受給中の方およびその配偶者の方へ》
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併せて

停止されます。
が

受け取ることができます。
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※1

※2

1

2 平成29年8月1日より前の死亡の場合、25年以上の期間が必要です。

自営業者や学生など
の加入者を「国民年金第1号被保険者」といいます。

emamt
テキストボックス
死亡日の前日において、
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額に8,500円が加算されます。
上記の金

emamt
テキストボックス
死亡日の前日において、



遺族年金の受給権の消滅
遺族基礎年金・遺族厚生年金の受給権者が婚姻したときなど、次のいずれかに該当
した場合は、遺族基礎年金・遺族厚生年金の受け取る権利がなくなります。

①
②
③

⑤ 直系血族および直系姻族以外の方の養子となったとき。

④

死亡したとき。
婚姻したとき。（事実婚を含む）
離縁によって死亡した方との親族関係がなくなったとき。
�子・孫である場合は、18歳になった年度の3月31日に達したとき（障害の状態に
ある場合には20歳になったとき）、または18歳になった年度の3月31日後20

⑥

⑦

父母・孫・祖父母である場合は、死亡した方の死亡当時胎児であった子が生まれたと
き。
�夫が死亡したときに30歳未満の「子のない妻」が、遺族厚生年金を受け取る権利を
得てから5年を経過したとき。�
�（夫が死亡したときに胎児であった子が生まれ、遺族基礎年金を受け取ることができる

⑧

ようになった場合を除きます。）
�遺族基礎年金・遺族厚生年金を受け取っていた妻が、30歳に到達する前に遺族基礎
　年金を受け取る権利がなくなり、その権利がなくなってから5年を経過したとき。

※ 上記①～⑥に該当した場合は、該当した日から10日以内（遺族基礎年金のみの受
　給権者は14日以内）に年金事務所、または街角の年金相談センターへの届出が必要
　です。

すべての子が以下の

※�上記⑦⑧は、平成19年4月1日以降に夫が死亡し、遺族厚生年金を受け取ることとなっ
た場合に限ります。

※�遺族基礎年金を受けている子が、父または母と生計を同じくするようになったとき（祖
父母などの直系血族または直系姻族の養子となり、子と養父母が生計を同じくしてい
るとき）は、遺族年金の受給権は消滅しませんが、支給が停止されます。

遺族年金の受給権の消滅
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歳未満で障害等級1級・2級の障害の状態に該当しなくなったとき。

※ 妻または夫が受給する遺族基礎年金は、生計を同じくしている
いずれかに該当したときに受給権が消滅します。
・上記①～④に該当したとき 
・妻または夫以外の方の養子となったとき 



遺族年金の受給権の消滅遺族年金の受給権の消滅
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1カ月程度（加入状況の確認を要する場合
は2カ月程度）※です。
※共済組合等から年金を受け取る権利のある方については、2カ月以上の期間を要する場合があります。 
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